


































































































よかろう。 crたまはるj は言うまでもなく fたまふj の受動形で、あるから除外してよ
し、)現代語の「やるJrくれるj のベアに相当する区別は存在しないのである。
















































































落窪:巻 4- 250[森 201lbによる]
(2) 九、かで。鉢をやりてこそうけめJ とて、人々縦しとジめけり
宇治拾遺物語[古川 1995による]




(2)たちまち赦いてやったれば、鼠は天の命を助かつて 天草版エソポ:452 -9 
(3)そこで人々も大きに笑うて赦いてやれば 天草版エソポ:417 -1 
(1) のテヤルは補助動詞用法であるについて異議がないが、 (2) (3) は本動詞で、あるか
補助動認で、あるか、荻野 2007と李 2011の見解が異なる。李 2011は共通の担本として文語
訳の広本が存在したであろうと思われる古活字本『伊曽保物語』を用い、『天草版エソポ物




































































の発達は関き手に対ーする配慮、が強くなることを意味し (7) の謙譲語 B の発達は
「為手卑下Jr話し手が主格になり、ガ格で表示されるj ことの発達を意味する。












































































がめて魚をもらひ 天草版平家:87 - 24 
(13)惣じて某は、さやうの事いたひた事も御ざらねども、もらふてもくれぬ
程に、ぜひに及ぬ事で御ざる ぼんさん:下-34 -5 
一方、 f入手成功Jすることが意味の焦点であるモラウの用例も抄物資料・狂言
資料に確認できる。










































ここでは、 (19)を「授受本動詞十授受補助動詞J型、 (20) を「授受本動詞十授受
補助動詞 1十授受補助動詞2J型と呼ぶ。
(18) "-' (20) のような授受表現、E!Pち、相互承接する授受表現を、多方面の授
受表現と呼ぶ。多方面の授受表現は発話に登場する複数の人物への、思恵の移動の
(相互)関係(=授受関係)を表すことができる。
(18) (19) が代表とする「本動詞+授受補助動詞 l十授受補助動詞 2J型、「授
受本動詞十授受補助動詞j 型の用例は、それぞれ以下の文献資料から擁認できる。
用例が見受けられる資料の成立年代の前後関係を考え、ここで「授受本動詞十授受
補助動詞j 型、「本動詞十授受補助動詞 l十授受補助動詞 2J型の)1演に用例を挙げ
る。
f授受本動詞+授受補助動詞j型








ふてくれ 傾城禁短気:275 - 16 
(24)成程私は逢ますまい。其代に市松に逢てやって下さんせ、主も定て逢た

















因によって、 r(敬語)本宣言j詞十敬語補助動詞 l十敬語補助動詞 2J型で二方面への
敬意を表すことができなくなる。一方、多方面の授受表現は最初から存在したわけ
ではなく、授受表現システムが成立し、ある程度整ってから文献に現れてくる。謙







































































(28) "'- (30) の内容は表4のようにまとめられる。
表 4 授受表現システムと古代敬語表現システム
類似点 授受表現 古代敬語表現
三語体系 ヤノレ クレノレ モラウ 尊敬語謙譲語丁第語
重ね型 ①(授受)本+授受補助 ①(敬語)本+敬語補助
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